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甲状腺細胞診のＬＢＣ

－その有用性と標本の見方－

隈病院 病理診断科 鈴木彩菜

第61回日本臨床細胞学会春期大会

開示すべきCOIはございません



液状化検体細胞診
（liquid-based cytology ; LBC）とは

• 採取した細胞を保存・固定液に回収後、専用の医療機器を
用いて細胞診検査用標本を作製する技術

• 標本作製の標準化・検体不適正率の減少に有効
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甲状腺LBCに関する
論文数の推移



An additional LBC preparation
may decrease the number of inadequate results.

Ali SZ, Cibas ES (ed) The Bethesda System for Reporting Thyroid Cytopathology (2nd). 
Springer, Cham, Switzerland: 2017



初
版

第
２
版

増加率

パパニコロウ染色 83 104 1.3

ギムザ染色 58 65 1.1

HE染色 1 5 5.0

特染 2 2 1.0

免疫染色 5 9 1.8

LBC標本 40 70 1.8

ThinPrep 35 65 1.9

SurePath (CytoRich) 5 5 1.0

セルブロック標本 10 14 1.4

組織標本 1 20 20.0

超音波写真 0 2 -

甲状腺ベセスダシステムアトラスに収載されている写真



LBC標本作製法の種類（原理）

原 理 フィルター転写法 細胞沈下法

特 徴

• 細胞をフィルターに吸引し、

スライドに圧着転写させる

• 平面的に塗抹される

• 遠心で得た沈渣を浮遊させ、

重力による細胞沈下で吸着させる

• 立体的に塗抹される

製品名

（企業）

ThinPrep® (Hologic)

Cellprep® (Roche）

CytoRichTM (BD)

TACASTM (MBL)

LBCPREPTM (武藤化学)



フィルター転写法 細胞沈下法

ThinPrep® Cellprep® CytoRichTM TACASTM LBC PREPTM

自動塗抹法 有 有 有 有 無

用手法 無 無 可 可 可

LBC保存・固定液 １種類 4種類 2種類 2種類 1種類

スライドガラス 専用 専用 専用 専用 専用

前処理 有 殆どなし 有 有 有

塗抹範囲(直径) 20mm 20mm 13mm 13mm 21mm

細胞像 平面的 平面的 立体的 立体的 立体的

LBC標本作製法の種類（メーカー）



LBC保存･固定液： CytoRichTM BLUE/RED

• 赤血球および蛋白質を溶解する

• 1mLのレッドで全血25-50μLの赤血球を溶解

（10mLのレッドに5-10滴の細胞浮遊液を添加）

• 形態学的安定 － 室温（15-30℃）で 30日以上、6ヶ月

• アルコール、ホルムアルデヒド、エチレングリコール等

• 一般の細胞保存液

• 赤血球および蛋白質を溶解しない

• 液状検体と等量混合

• 形態学的安定 － 室温（15-30℃）で14日間安定

• アルコール、ポリエチレングリコール等



LBC保存・固定液
の分注

ボトルトップ
ディスペンサー



穿刺吸引材料の処理：通常塗抹・LBC併用法

LBC標本

穿刺

吹き出し

LBC保存・固定液
で針洗浄

通常塗抹標本



LBC標本作製法

自動塗抹法

• 標本作製装置が必要

• 一度に大量の検体処理が可能

• フルオートメーション

用手法

• 設備投資はほとんど不要

• 一度に処理可能な検体数が少ない

• 人員が必要



1

遠心後の沈渣に
精製水を加え攪拌

細胞浮遊液をセットしておいた
セトリングチャンバー内へ注入し、

10分静置

セトリングチャンバー
を外して湿固定

スライドトレイを逆さに
して余分な液を除去

100%アルコールを
セトリングチャンバーの
内壁に沿って添加し洗浄

スライドトレイを逆
さにしてエタノール

を除去

2回繰り返す

LBC標本作製法（用手法）

2 3

4 6 5 7 8



CytoRichTM法で細胞が塗抹される原理
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プレコートスライド

セトリング

チャンバー

※集塊や大きい細胞が付着しやすい

精製水



固定
塗抹

LBC保存・固定液

細胞沈下

通
常
塗
抹
標
本

（
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染色

塗抹

標本作製法による塗抹・固定法の比較

染色
固定

滴下式
固定液

セトリング
チャンバー



き出し時

 採取検体量が少ない

 多量の血液が混入

 嚢胞液

定時

 乾燥させてしまった

床情報

 免疫染色が有用な疾患の可能性がある

（他臓器癌の転移、髄様癌、硝子化索状腫瘍など）

当院におけるLBCの適応

吹

固

臨



検体
不適正

針洗浄液でLBC？

採取検体量が少ない場合

再穿刺？

34.6%
(26/75)

21.3% 
(16/75)

検体適正率



甲状腺細胞診7917例の不適正率（2018年）

通常塗抹 13.6% (1074)

通常塗抹＋LBC 6.1% (480)



通常塗抹 LBC

• 溶血作用により、濾胞上皮細胞の観察が容易• 血液に埋没し、詳細な観察が困難

血性検体（腺腫様結節）



• 液状コロイドが溶解

• 濾胞上皮細胞の観察が容易

• 液状コロイドに埋没

• 濾胞上皮細胞の観察が難しい

通常塗抹 LBC

コロイドが多い場合（腺腫様結節）



• 大型細胞や集塊が優先的に塗抹される

通常塗抹 LBC

嚢胞液（乳頭癌）

• 泡沫細胞のみ採取される場合もある



き出し時

 採取検体量が少ない

 多量の血液が混入

 嚢胞液

定時

 乾燥させてしまった

床情報

 免疫染色が有用な疾患の可能性がある

（他臓器癌の転移、髄様癌、硝子化索状腫瘍など）

当院におけるLBCの適応

吹

固

臨



• 塗抹前に固定しているので、乾燥変性することが
ない

通常塗抹 LBC

乾燥変性（乳頭癌）

• 固定が遅いと乾燥変性を来たす場合がある



き出し時

 採取検体量が少ない

 多量の血液が混入

 嚢胞液

定時

 乾燥させてしまった

床情報

 免疫染色が有用な疾患の可能性がある

（他臓器癌の転移、髄様癌、硝子化索状腫瘍など）

当院におけるLBCの適応

吹

固

臨



カバーガラス除去：1日 封入剤硬化：1日 新ガラスへ貼付：1日

染色までの処理に、少なくとも３日必要であった

1. カバーガラスを除去し、
封入剤でカバー

2. 硬化した封入剤とともに
塗抹細胞をはがす 3. 必要な枚数に分割

これまでの免疫細胞化学染色：細胞転写法



LBCでは、1検体から複数枚の標本を作製

迅速かつ容易に、免疫染色用標本を作製可能

抗体A

抗体B

抗体C

抗体D

これからの免疫細胞化学染色：LBC法



60代男性
腎癌の既往あり



サイログロブリン

TTF-1 CD10

Pap

腎細胞癌の転移



LBC標本のメリット･デメリット（導入）

☺ メリット

⁃ 検体不適正率の減少

⁃ 標本作製の標準化

⁃ 免疫染色が容易

▸抗体数に応じた枚数の標本作製が可能

☹ デメリット

⁃ 標本作製が煩雑

⁃ コストの増加･･･液状化検体細胞診加算 85点でカバー



厚生労働省ホームページより



There are some minor differences between 
conventional and LBC preparations.

Ali SZ, Cibas ES (ed) The Bethesda System for Reporting Thyroid Cytopathology (2nd). 
Springer, Cham, Switzerland: 2017



背 景

血液成分

コロイド

嚢胞液

リンパ球

フィブリン

裸状血管

出現様式

立体的集塊

明瞭な濾胞外縁

細胞質突起

膜状物

細胞の
大きさ

核間距離

核の大きさ

細胞間隙

細胞形態

高円柱状細胞

有尾状細胞質

Yellow bodies

Convoluted nuclei

リンパ腫細胞



乳頭癌

血液成分の溶解

通常塗抹 LBC



薄いコロイドが溶解

濾胞上皮の観察が容易
濾胞上皮がコロイドに埋没

腺腫様結節
通常塗抹 LBC



液状コロイド (腺腫様結節)

濃縮コロイドはLBC固定液中でも残存する
ローピーコロイド (乳頭癌) 硝子コロイド (濾胞型乳頭癌)

サーベル状コロイド



腺腫様結節（嚢胞性病変）

変性赤血球・泡沫細胞は残存

通常塗抹 LBC



橋本病

リンパ球が凝集傾向

通常塗抹 LBC



濾胞性腫瘍
HE 通常塗抹 LBC

集塊周囲にフィブリン

フィブリンは赤血球と混在毛細血管が豊富



Acta cytol 53: 659-666, 2009

ThinPrep

Follicular neoplasm

Small clusters of medium-sized thyrocytes

with pleomorphic nuclei, generally with 

regular outlines; fibrin flakes; scant or no 

colloid droplets; hemosiderin-laden 

histiocytes



濾胞性腫瘍(好酸性細胞型)

裸状血管

通常塗抹 LBC



背 景

血液成分

コロイド

嚢胞液

リンパ球

フィブリン

裸状血管

出現様式

立体的集塊

明瞭な濾胞外縁

細胞質突起

膜状物

細胞の
大きさ

核間距離

核の大きさ

細胞間隙

細胞形態

高円柱状細胞

有尾状細胞質

Yellow bodies

Convoluted nuclei

リンパ腫細胞



乳頭癌

孤立散在性細胞↓

通常塗抹 LBC



腺腫様結節 (LBC)

立体的な濾胞状集塊



Diagn Cytopathol 44: 659-664, 2016 

LBC標本における濾胞性腫瘍と腺腫様結節の細胞学的鑑別



濾胞性腫瘍 腺腫様結節

明瞭な濾胞外縁 13.5% (10/74) 60.5% (23/38)

細胞質突起 13.5% (10/74) 34.2% (13/38)

腺腫様結節 (LBC)濾胞性腫瘍 (LBC)

明瞭な濾胞外縁

細胞質突起



腺腫様結節 (LBC)

濾胞性腫瘍 腺腫様結節

基底膜 0% (0/74) 5.3% (2/38)

基底膜



背 景

血液成分

コロイド

嚢胞液

リンパ球

フィブリン

裸状血管

出現様式

立体的集塊

明瞭な濾胞外縁

細胞質突起

膜状物

細胞の
大きさ

核間距離

核の大きさ

細胞間隙

細胞形態

高円柱状細胞

有尾状細胞質

Yellow bodies

Convoluted nuclei

リンパ腫細胞



核 間 距 離 計 測

画像解析ソフト WinROOF

核 計 測



LBC通常塗抹

乳
頭
癌
細
胞

良
性
細
胞 核間距離：-68%

核：-63%

核間距離：-55%

核：-22%



乳頭癌

細胞間隙

核の重畳

通常塗抹 LBC



腺腫様結節 (LBC) 濾胞性腫瘍 (LBC)

腺腫様結節 濾胞性腫瘍

細胞間隙 26.3% (10/38) 8.1% (6/74)

細胞間隙



細胞間隙

• 細胞質の収縮により発生している

• 濾胞性腫瘍では、細胞質が脆弱なために観察され

にくいのかもしれない

• 好酸性細胞型濾胞性腫瘍では高頻度に観察される

乳頭癌

Diagn Cytopathol. 2014;43:108-113



背 景

血液成分

コロイド

嚢胞液

リンパ球

フィブリン

裸状血管

出現様式

立体的集塊

明瞭な濾胞外縁

細胞質突起

膜状物

細胞の
大きさ

核間距離

核の大きさ

細胞間隙

細胞形態

高円柱状細胞

有尾状細胞質

Yellow bodies

Convoluted nuclei

リンパ腫細胞



乳頭癌

細胞の小型化、N/C比↑、細胞質・核濃染

核小体の明瞭化、核小体周囲明暈

通常塗抹 LBC



高細胞型乳頭癌

細胞形の保持良好

通常塗抹 LBC



Diagn Cytopathol 40: 11-17, 2013 

Tall cells were more easily detected by LBC than by 

conventional smear. The percentage of tall cells 

identifies using LBC was well correlated with subtypes.

Tall cell variant
Classic PTC

with tall cells

CS LBC CS LBC

Tall cells

0-10% 1 0 1 0

11-50% 7 1 0 15

>50% 0 4 0 0

CytoRich



髄様癌

有尾状細胞質

通常塗抹 LBC



硝子化索状腫瘍

Yellow bodies

MIB-1染色

通常塗抹 LBC



乳頭癌

通常塗抹 LBC

すりガラス状核 75.8% (122/161) 0.6% (1/161)

通常塗抹 LBC



*脳回状の凹凸不整が核縁の半周以上にみられる核

乳頭癌

通常塗抹 LBC

Convoluted nuclei* 2.5% (4/161) 41.0% (66/161)

通常塗抹 LBC



Diagn Cytopathol. 2014;43:108-113

Convoluted nuclei might become a new indicator 

of PTC in LBC-S.

Sensitivity Specificity PPV NPV

Convoluted nuclei 40.1% 97.4% 97.1% 43.8%

CytoRich



リンパ腫細胞の核の膨化・変性

Lymphoglandular bodiesの消失

MALTリンパ腫

Lymphoglandular bodies

通常塗抹 LBC



LBC標本におけるMALTリンパ腫と慢性甲状腺炎の細胞学的鑑別



MALTリンパ腫（LBC）

濾胞上皮細胞

濾胞上皮細胞

大 型 核（>10μm） 変 性 ク ロ マ チ ン

切 れ 込 み 核 伸 長 核



LBC（CytoRichTM）標本の細胞学的特徴

一般的な

特徴

血液成分 赤血球の溶血・消失、フィブリンの析出

コロイド 薄いコロイドの分解・消失、

リンパ球 集簇傾向

細胞 小型化（収縮率：良性＞乳頭癌；細胞質＞核）

細胞質 収縮、濃染、細胞間隙

核 核小体の好酸性・明瞭化、クロマチンの濃染

病変ごと

の特徴

腺腫様結節 サーベル状コロイド、明瞭な濾胞外縁、細胞質突起、基底膜を伴う濾胞

濾胞性腫瘍 小濾胞状集塊を取り巻くフィブリン、裸状血管、細胞間隙の欠如

硝子化索状腫瘍 Yellow bodyの明瞭化

乳頭癌
高細胞の観察が容易、特徴的なConvoluted nucleiの出現、
重畳核・すりガラス状核の不明瞭化

髄様癌 有尾状細胞質の観察が容易

濾胞性腫瘍 濾胞集塊を取り巻くフィブリン、裸状血管、細胞間隙の欠如

リンパ腫
Lymphoglandular bodiesの消失、
特徴的な大型核・変性クロマチン・伸長核の出現



☺ メリット

⁃ 余分な背景成分（血液成分、薄いコロイド）の除去

⁃ 細胞形の保持が良好

▸高細胞（高細胞型乳頭癌）や有尾状細胞質（髄様癌）

⁃ CytoRich標本独自の診断クルー

▸基底膜を伴う濾胞（腺腫様結節）、Convoluted nuclei（乳頭癌）等

☹ デメリット

⁃ 通常塗抹標本と異なる細胞所見

▸鏡検に知識・経験が必要

LBC標本のメリット･デメリット（鏡検）



https://www.bdj.co.jp/s/lbcw/

https://www.bdj.co.jp/s/lbcw/

